
 -5- 

 

５. 工学部教育課程の編成方針 
 

本学部の教育課程は、専門技術者のための授業科目群に加え、文理融合の理念の下に、全

学共通教育、情報リテラシー、プレゼンテーション技法のほか、経営能力、起業精神、人間理解、

技術倫理、国際感覚、歴史的視点などの文系的センスの修得のための科目群より編成する。 

 

６. 授業科目の構成と卒業要件 

(1) 卒業要件単位数 

本学部を卒業し、学士（工学）の学位を得るためには、４年以上在学（休学期間は、在学期間

に含まない。また、後述の「早期卒業」の場合を除く。）し、以下に掲げる単位数を修得しなけれ

ばならない。 

区     分 卒 業 要 件 単 位 数 

 主題Ａ  ２単位  
主題科目 

 主題Ｂ ６単位以上 

教養ゼミナール（工学部推奨） （２単位） 

学問基礎科目 ８単位以上 

健康・スポーツ実技（選択） （２単位） 

高学年向け教養科目（選択） （４単位） 

初修外国語 （１種類）（４単位）

24 単位以上 

外国語 
既修外国語 ６単位以上 

全 

学 

共 

通 

科 

目 

小     計 30 単位以上 

多角的思考能力 ８単位以上 

コミュニケーション能力        ６単位以上 工学教養科目        

数理的基礎能力 10 単位以上 

専門基礎 30 単位以上 

専門専攻 32 単位以上 専 門 科 目        

卒業研究 ６単位 

自 由 科 目         ６単位以上 

学 

部 

開 

設 

科 

目 

小     計 98 単位以上 

合     計 128 単位以上 

●全学共通科目（「全学共通科目修学案内（教養教育）」を熟読すること。） 

幅広い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する（人間的教養の向上）

ための授業科目である。 

・主に、幸町キャンパスで開講される。 

・工学部の学生は、第２年次第１学期までに、ほぼすべての卒業要件単位数を修得する

ことが望ましい。 

●学部開設科目 

(2) 専門家（技術者・研究者）としての知識、技術を身につけるための授業科目である。
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授業科目の種類 

すべての授業科目は、「必修科目」、「選択科目」及び「自由科目」に分けられる。教育

課程は、これらの科目を各年次に配当して編成される。 
 
「必修科目」 ：  卒業要件として必ず履修してその単位を修得しなければならない授

業科目 
 
「選択科目」 ：  所定の授業科目の中から選択して履修し、所定の単位数を修得しな

ければならない授業科目 
 
「自由科目」 ：  一定の範囲の授業科目を自由に選択して履修することができる授業

科目 
¾ 全学共通科目の場合： 全学共通科目の教育課程表にある「必修科目」、

「選択科目」以外の授業科目及び全学共通科目のうち卒業要件単位数を超え

て修得した単位数がこれに当たる。 
   ただし、主題Ａについては、2単位を超えて修得しても自由科目としては扱わ

れない。 
また、教養ゼミナール、健康・スポーツ実技、高学年向け教養科目、初修外

国語については、それぞれ前頁表中の（ ）内を上限とし、上限を超えて単位を

修得しても自由科目としては扱われない。また、学問基礎科目については、同

一授業科目にある授業は、卒業要件としては 2科目4単位の履修を上限とし、

上限を超えて単位を修得しても自由科目としては扱われない（ただし、実験・演

習科目は除く）。（３２頁 （２）全学共通科目の履修上の注意点 を参照） 
¾ 学部開設科目の場合： 工学部の学部開設科目、他学部の学部開設科目及

び単位互換協定を締結している他大学の授業科目がこれに当たる。自学科の

教育課程表に無い授業科目は、１年次の間は履修できないので注意すること。

工学部の学部開設科目については、卒業要件単位数を超えて修得した単位

数を自由科目の単位数として算入することができる。また、他学部の学部開設

科目のうち、教育職員免許状取得のための授業科目については、卒業要件単

位としての自由科目として取扱わないので、注意すること。 
 
「配当年次」とは ：  すべての授業科目は、履修すべき年次が定められている。これ

を、授業科目の「配当年次」と呼ぶ。配当年次に示された年次、

若しくはその年次より高い年次で履修すること（配当年次に示さ

れた年次より低い年次での履修は認めない）。 
 

（注）   全学共通科目の「自由科目」を、学部開設科目の「自由科目」に算入

することはできない。同様に、学部開設科目の「自由科目」を、全学共

通科目の「自由科目」に算入することはできない。 
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(3) 単位とは 

大学における単位制は、本来、学生の自学自習と授業科目の選択の自由を狙いとす

るものである。 

すべての授業科目には、一定数の「単位」が定められている。授業を履修して、試験等

に合格することにより、その授業科目に定められた単位を修得することができる。 

 

（単位の計算方法） 

各授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業時間を４５時間の学修を必要とする

内容をもって構成することを標準としている。４５時間の学修には、大学での授業時間の

ほか、教室外で学生が自主的に行う自学自習（予習・復習等）時間も含まれている。 

本学部では、以下の基準により単位を計算している。 

授業時間割は、２時間（実時間９０分）の「校時」を単位として編成している。 

① 講義は、１５時間の授業と教室外での３０時間の学修をもって、１単位とする。 

② 演習・実験及び実習は、３０時間の授業と教室外での１５時間の学修をもって、１単

位とする。 

③ 卒業研究については、学修の成果及びこれに必要な学修等を考慮して、単位数を

定める。 

 


